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表紙の写真1

海形カルデラ南壁水深824m付近･黄褐色～赤褐色の沈澱物が厚くたまってい

る.これらは低温の熱水活動(温泉噴出)に伴う鉄の水酸化物と思われる.カ

ルデラ床カルデラ壁下都にはいたるところにこの沈澱物がたまっている赤写真

のこの地点では特に厚くたまり温水の湧出によると思われるrゆらぎ｣も観察され

た･写真右下に見えるのはサンブルバスケットの前面に装備されている柱状採泥管

の把手である(湯浅真人).
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